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取扱説明書 

日立 I 温励 クリアヒ—夕一 

〈密閉式石油ストーブ> 

KH-J90 お 

このたびは、曰な遍風クリアヒーターをお買い上 
げいただを、 まことにありげとラございました。 

ご使用の煤はこの取扱説明書をよ < お読みになり、 
ご家族ま員で正しくご使用 < ださい。 

なお、お読みになった後は保証書、ご相談惡□一 
質表ととちに、大巧に保巧してくださし、。 
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まをのためがずおす 0 < だをい 


安をに正しくお使いいただくために、ごの取扱説日月雲および製品への表示では、ご便用になる方への 
危害や目す産への損害を未然に防止するために、巧のように区分して表をしています。 

その巧客をよく理解してからご使吊ください。 


A 警告 1 

この表ホを無視して、誤った取扱いをずると、人が死ご、重傷を負う可能巧、 ^ 
または乂ぶの巧能性が想定される巧客をおしています。 

A ま意 

この表おを無視して、誤った取扱いをずると、人が傷害を負ラ可能巧や顿的損 
害のみの発をが想定される巧容を示しています。 


絵表示に 1 

この絵表示は「禁止」 

この絵表示は必ず実巧して 

ついて 

V V 事項を示していまず。 

いただく「強制」內容でず。 


mm 


ガソリン厳禁 

ガソリンなど揮発性の高い油は、 
絶対に使用しないでください。 


>火災の原因にな0ます。 



がれを険 

給排気箇(管、ホース)が正し<接統さ 
れているか点横してください。 


〇 


>がれていると運転中に 
排ガスが室巧にもれて危険です。 



給排気筒トップ閉そ < 盾険 

语雪のをい化方では、給が気筒トップ 
び雪でみさびれていないことを確認し 
てくださし、。 

ふさがれているとさは 
除雪してください。 

•運起中に排ガスび室巧 
に漏れて、ち険です。 


〇 


温風欧出口をふさびない 

巧類、紙などで温風職出□や空気取入 
□をふさがないでくださし、。 





>ち類、紙などでふごぐと 
火災の原因にな D まず。 



スプレー吿厳禁 

スフレー吿を温風のあたるところに 
放置しないで < ださい。 


♦熱で スプレー おの 
强発や火災のおそ 
のびあ0ます。 



据付けや移動は販売店へ巧 
頼ずる 

据巧けや移動は、必ずお買い上げの販 
売店に依頼してくだごい。 


〇 


>ご目巧で据巧けエ畢をされ不備びあると、感 
電や乂がの原因になります。 
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A ま意 


カーテン. 可燃物近接禁止 

カーテンや燃えやずいちのを近づけな 
いでください。 

まに、給排気筒にち も 

可燃物が触れないよ 
ラにしてください。 


0 



>火災が発生するおそむがあ0ます。 


油ちれ確認 

本巧の下(置台の上)、油タンク、ゴム 
裝忠巧管やその接続部等に、油ちれや 
ミ由だまりがないか確かめてくだごし、。 


〇 



給油時消火 

給油は、必ず消乂してか5行ってくだ 
ごし、。 



〇 


>乂がのおそれびあります。 


異常時使用禁止 

ち一勇苗を感じたときは、巧巧しない 
で < ださし\。 




• 火ぶのおそれがあります。 


温風 I し直接あたらない 

温風に直接長時間あたらないで < ださ 
い。特に乳がおやご自分で温度調節の 
でさない方がお使いの 
とさは、十分に注意し 
て < ださし、。 

V /' 

■抵扁やけどや脱氷 
症がになるおそ巧 
がお□ます。 


0 



分解修理の禁止 

泣：障、破損した5、巧用しないでくだ 
さし、。 





>不完全な修理は危険です。 


>異常燃焼のおそれが 
お0ます。 

>使用中に勇苗を感じた 0、 地展などの羁急の 
場合は、あわてずに消火して<ださい。 


高温部接独禁止 

燃焼中や消火直後は、温風の化□や給 
が気筒などの高温部に手など邮むない 
で < ださい。 




>やけどのおそむ 
びお0ます。 



改造使用の禁止 

巧造しで使巧しないで < ださい。 

また、本体や給排気筒にはぶ暖房用の 
熱交換器などを取巧けないでください。 


S) 


>火がゃ排ガスが至巧に漏れる原因とな0危険 
です。 


取扱編 


安全のためがずお守りください 
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…安をのためがずお寺り < ださい 





A ま意 


電源コードを傷めない 

要源コードに無理な力を加えたり、物 
を載せたりしないでください。 

電源フラグを巧<と 
さは、コードを持つ 
て引を巧かないで< 

ださい。 

■ 火!^やお電の原固にな0まず< 





長期間使用しないときは 
電源プラグを巧< 

長期間使用しないとを 
は、蛮源フラグを巧い 
て < ださい。 


>乂がやそ想しない事故 
の原因にな0ます。 



電源プラグは確実に差し込 
む 

電源フラグはコンセン 
卜にお元まで確実に差 
し込んで < ださい。 

復んだブ号グやゆるん 
だコンセントは瘦用しないでください。 
•火がの原因にな0まず。 



電源プラグのお手入れを 

ときどきは電源フラ 
グを抜を、ほこりや 
金属物などを除去し 
て < ださい。 


r 解 

10 4 


〇 




•ほこりがたまると湿気などで 
絕緑不度になり、火ぶの原因にな0ます。 


給排気筒の周辺に障害物* 
可燃物- を巧物などがない'^ 

しと \\[^^ 

また給排気筒の先端が巧な - ^ 

どの巣や、ビニール袋など 
でふさがれていないこと。 

•不完全燃焼や火災の原因になります。 


高地(標高1000 m む上)では 
使用できません 


0 



►不完全燃焼の原因になります。 


腰をかけたり、物を 
のせな し、 

巧に燃えやずいちのや、が 
なびんなど水のこぼれや 
ずい物をのせないで<だ 
さい。 

•本体びをおしたり、感里、火ぶ、故磅等の原 
因にな0ます。 





温風の出□に物を入れない 

温風の出□など開□部にが金等の金读 
や紙等の燃えやずいちのを入れないで 
ください。 


>感電や火がの原 
因にな0ます。 


0 



お願い 


♦熟に弱いじゅラたんやフロー1」ング * 床の上で長時間使用すると、変をしたりそ 
0返ることがあります。熱に強いポリエステル杂のマツトなどをしいてくだごい。 
•このストーブを使巧すると、お部屋が乾燥し、健康上および家屋や家具等に悪い 
影咨をちえることがあ0ます。 

を燥する場含は、加湿器をおおめの5え、併巧して<ださい。 
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G 外観図） 


のぞを窓 


混風の出 □ 


置 


を部のなまス 



f ランプ表示部 1 

— 

7ページをお読 
み < ださい 



定油面器 
セツトレパー 


室溫たンヴー 
(ルームサーモ) 


排気管がれ検知 
IJ ー ド線 


ゴム製送油管 
接続口 



^1W5 

2ケ巧あ口ます 


背面 カバー 
(付屬品） 

巧流巧ぶ風機 
(混風フアン） 

排気管 
給排気筒 


給気ホース 


電源プラグ 


^扱編 J {な全のため必ずお守り < ださい/各部のなまえ 
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C 操作部のなまえとはた s 去） 

操作部ふたを開けるとの部に操が部がありまず。 

操作のしかたについて詳しくは r 獲いかた」の1日〜15ぺージをご覧ください C 



運転ランフ 
点巧…運転中でず。 


>おさえめ運転中は火び 
消えていてを魚灯して 
います。 


おやすみ 
タイマーランプ 

点巧…おやずみタイマー 
運乾やでず。 


'セツトを1時間で消 
灯します。 


おはぶラ 
タイマーランプ 

点な…おはようタイマー 
作動中です P 


セツトお刻になると' 
.消好します . 


m 


杞 クイマ- 


む ーブ t レク h 


設定室温現を室温 


巧おは巧 


細© 0 


おさえめ貧がホミニ邏 
lO LJtJ 


設固 SlSS 


たーブセレクトランフ 

セーブたレクトの各ポタンでセツトされた 
運おシステムを表示し素ず。 


をランフ消灯 


6 普 Si ? 


たープセレクト運転 
はセツトされていま 
だん。 


r おさえめ J ランフ点灯 

■おさえめ運転をしま 
可。 


ちさえめゆるやかミニ B 

■ ロロ 


r ゆるやか」ランブ点'丹 


おさが 


ゆるやか 


吉二巧 


ゆるやか運起をしま 
.す。 


r ミニ暖」ランプ点巧 


おきえめ巧るやかミニ® 
□ 口 ■ 


I ： ミニ暖運転をしまず。] 


r おごえめ」「ゆるやか」ランフ点灯 

ぶさえめ、ゆるやか' 
のお合わだ運起をし 
ます。 


おさえめゆるやなミニ« 


デジか 

の一⑥の異なった1逢能を数値で表示しまず。 


風重お中は設定室温(セツトしたを望のき温)と現 
なの室温を表示します。 

な [^ n ~ ^ Trfi 設定室温：2〇む 
I し U … I 現を室温： 10 TC 

^止時は現在の時刻を表示しまず。 

r 3 ： 30 \ 午を3時30分 

⑤おはよラタイマーボタンを巧すと日妙間ほど、 
おはよラタイマーセツト時刻を表をしまず。 


年の 


6••合幻 午前6時2日分 




その後は現巧の時刻を素示します。 

の©ま装直が異常を横巧して消义したとき1、2、 
5の数値巧表をしまず。 

巧護自動消火装置、過熱 
防止ヴーモび作動しまし 
た。 （16 ページ寶照） 

⑥器具が故障したとき運較ボタンを巧ずと E と数 
値(エラー)を表示しまず。 

故廣簡巧を表示していま 
す。修 S を®賴するとき 
にお知5せ < ださい。 


n 


I さ部のまなえ 




W 


G ランプのなまえと表示の見かた) 



扱 

編 


各部のなまえ 
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ほ用前の準備 


_ _ 件 —— _ 

■燃料は 巧ミ由 ( JIS 1 号口油)を必ず使用してください。 

巧質：0油、ちれた灯油、水のまじった巧油、ガソリンなどは、お巧に使巧しないでください。 
♦ガソリン、シンナーなど、揮発性の高いものを使巧しまずと、火ぶの最因になります。 


巧油とガソ U ンの見分けかた 

指先につけて息をのきかけまず。 

♦火の気のないところでおこなってください。 


〇换 X 

の油は ガソリンは 

めむたまま ずぐにをく 


な油の保管のしかた 


巧油は、必ず义気、 
雨水、ごみ、富遍お 
よび直射日光を猩け 
た場所に保管して< 
ださい。 



〇 良いお営 


直お白化、雨水があ 
たらず、火気のなし、 
冷暗巧に保管 



図 


X 悪い保管 

直躬曰光、雨水びあ 
たるべランダなどで 
の保管 



■巧 質打油-不純なミ由とは 
を質口油 

♦昨シーズンより持ち越したをの。 

•曰光のあたる場所で長期間な管したもの。 
•高温の場所で長期間保管したちの。 
•容器のふたを開けて長期間な管したちの。 
• 李し白色のポ U 容器で保管したちの 
ひどく変質した灯油は、ラす黄色ながかつ 
た0、すっぱいにおいがします。 


不純な油 

•巧油切がのミを（ガソ IJ ン-磨油，食用ミ由 
など）がほんのかしでを混入したの油。 
•水やごみが混入した巧油。 

■ロミ由添加剤、燃焼促進剤などを添加した 
丹油。 


■を 質'打油 • 不純巧油を使用すると 

• 扁义しない。 

♦使用中に消乂ずる。 

•炎が伸び、スス(煙)が出るなどの原因になりまず。 

■万一を 質な油，不純巧油を使ったときの処置 

♦ミ由タンクの灯油をきれいに抜きとごたを、良質のな油を給油してください。 

•悪いな油を抜きとっても効栗がないときは、お買い上げの販売店にご相談ください。 

\__> 
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給油 


A を意 


給油時消义 

給油は必ず消义してか5行ってく 
ださし、。 

• 燃焼中の給油は火災のおそれがあります。 


〇 




油タンクの給油□ふたを巧し、油量計 
の指針び r 滿」 

の垣になるま 
で給油して< 

ださい。 


巧醒 I 十 


2 


•「満」从上は入れないでくだごい。 


給油□ふたをしごかりと閉め、態巧バ 



ルプ巧開いて 
ください。 


送油バルブ 


•給油□みたは確実に閉めてください。 
• こぼむた打油はふきとってください。 


5 ミ由タンクは空にしないようにしてぐだ 
さい。 

油*かが空に 
なりましたら、 

給油して<だ 
さし、。 


•油タンクげ完まに空になってから給油 
しますと、ゴム製送ミ由售巧に空気だま 
ができ.正巧に油が流れまなん。 








































































…巧用前の準備 


W 




ほいかた 


请义節の華福と確認りづき r 

■ストーブ周辺の確認 

ストープの周辺や匡かの給排気筒巧端部 
の近<等に、燃えやずいちのや危随物び 
ちかれていないか、確かめてください。 



■油もれの確認 

ストーブの下 (ち 台の上)、ミをタンク、ゴ 
ム製恣を管やその接続部等に、油われや 
油だまりがないか確かめてください。 




点火(通常運転） 

操作部ふた巧閒き、 r 運忘ポタン J を巧しまず。 



「運起ランフ」が扁巧し、「設定室温 J r 規な室温」 
が表示され、燃焼巧送風おが運おしまず。 


をお 


設定室通 

現を養湿 

-:6 c 

/い 

窒巧 
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約3分をに点义しまず。 

•点火後約2分たちま 
すと、 r 温風フアン」 

ぴ回り、温風が出 
ます。 

♦点火後の醒磁ボン 
フの r コトコト」音 
は、しば5くずる 
と消えます。 



お願い 

•巧ゆてお硬いになるときは、油が惹由面装 
置巧に入るまで5分ほどお待ちください。 
•正しい点火操作を巧ってち点火せず、デジ 
タル表示に I 1\ が表をされた0、馬化 

してらしばらくして自がに消乂し、デジタ 
ル表示に I SI が表をされているとをは、 

宏巧面器に油が流入していないことがちえ 
6れまず。 

「切ボタン」を巧し、お油面器をセットしな 
おしてください。 （9 ぺージ参照） 
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室温の調節 

このストーブは、設定室混び22でになる 
ようあらかじめセットしてありまず。「運 
おボタン」を巧ずだけで®巧できまず。 

• 室温センサーの慟さによ0 r 強」か5 r 微 J 
燃焼をくり返して室温を調節します。 

■室温センサーが室溫をキャッチし、マイ 
コンで熱量をフアジィ制御します。 

点火時の室温び粗い(約1日で段下)とさは、 
点火後しばら<「強」燃焼よ0若干高い熱 
量で暖房し、お部屋の温度び設定室溫に 
運した5しばらく設定室温よ D 少し高め 
の遍度で運転します。 

毒転当初は、冷えている壁や床に熟び ■ 
奪われ、 設定した室温よ〇抓寒さを愈 
_じるのを巧ぐためです。 


設定室温ををえるときは 

r デジタル表示」の「設定き温」を見ながら 
r 上げポタン」または「下げポタン」を押し、 
お好みの室温にセツトします。 


室温調節 



室遍は目でか532での範囲がたットでき 
まず。 

「現な室温」は已むか6 3目ごのお囲が表示 
されます。 

♦ 現な室温は部屋の温度の目をでず。 

温度計とは一致しないことが©ります。 
•「上げ-下げボタン」を交豆に運続して巧 
すと.消火ずることがあ0ます。 

r 設定至温」は、一度セットずれば記滝し 
ています。 

電源フラグを抜いた0、停電した場合は、 
22でに再セットされます。 


消 乂 

r 切ポタン」を押しまず。 

「運転ランプ」が消灯し、約50秒ほどで消乂しま 
ず。 


運ぁ r 切 ] r 運転 1 



•巧茄巧送風機はストーブが冷えるまで回0続 
け、約3分後に目動的に偉止しまず。 

•がおするとさは、必ず消火してくだごい。 



消义をち点义ずるとをのミ主意 

r 巧ポタン」を巧したを、ずぐに「運転ポタン」を 
巧してち、消火操作を約3分間は運乾が開始さ 
れません。 















































































































セーブセレクト運乾のしかた 


■おさえめ 運乾 


春先などが気温が高いとさやかさな部屋でお使い 
のときは、「巧」燃焼でも r 設定室温」より上がるこ 
とびあ0まず。 

このとさは r おさえめポタン」を押してください。 
「設定室温」より約3で上がると自動消火し、「設定 
室温」まで下びると自動点火する r おさえめ運起」 
をして、室温の上びりすぎをおさえます0 
• r 消火」の制御が加わるため、点火•消火の絕に 
屋外に異気び化ます。 

ご近所に迷惑がかかるときは「おさえめ運転」は 
おやめくださし、 

■ゆるやか 運転 

かさめの部屋などでご使巧の場合に「おさえゆ運 
お」を巧ったとを、点乂 •消义びをく巧われて、 
室温のをお(寒廣差)が乂さ<なった0、通常運転 
でち一時のに熱ずぎることがありまず。 

このよラなとすは r ゆるやかポタン J を巧してくだ 
さい。 

「強-中」燃焼をカットした r 弱*紛」燃焼の制御と 
な0まず。 

二暖運乾 

「ミニ媛ポタン」を押しまずと、重巧温度、設定室 
温に関保な<、「微燃焼」「樹逼風」で運乾しまず。 
廣かさをおさえた暖房が得ろれまず。 


ゆるやかごち 



たーブたレクト 

おすえめゆをやか吉二 e 

〇 〇 


現在室温が設を室温よ0高いとをは 
「運転ポタン」を巧してち点火しませ 
ん。（運転ランフは点巧する)室温び 
下がれば自動のにな乂します。 


おさまめ 


ゆるやか 


ミニお t — ブじレクト 

おさえめゆるやか S 二* 

〇 ® 〇 


妊 


おさえめゆるやかミニち t - ブ t レクト 

f ~~ J ( "■―1おさえめゆるやか^二《 

◎ ◎ 



をーブセ L / タト運おをお除したし、ときは、それぞれのボタンをちう一度巧してくだをい。 
また、各ボタンの揉作により、なのような運転となります。 

• r おさえめ」または「ゆるやか」運転中に、設定さむていない r ゆるやかポタン」または「おさ 
えめボタン」を巧すと、「おをえめ」と r ゆるやか」の組合わせ運範とな0ます。 

■「おさえめ」または「ゆるやか」運乾中に「ミニ暖ポタン」を巧すと「ミニ暖」運起とな0ます。 
「ミニ賦運転が稱除されると「おさえめ」または r ゆるやか」運藤に戻ります。 

• rs 二隠」運転中に r おさえめポタン」または「ゆるやかボタン」を巧ずと 「 S 二暖 J 運乾は解除 
され、巧したボタンのモードで運睹しまず。 

•一度「切ボタン」を巧して消火ずると、 「 S 二暖」運範は解除されます。 
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_ タイマ ー運お _ 

•おはよラタイマー運転は、朝お目覚めのときや、あ6かじめお部屋を腰めておきたいとき 
に使います。 

•おはよラタイマー運転は、「現な時刻」 r おはよラタイマー運転時刻 J の両方をセットしない 
と使用でをません。 

♦おはようタイマー運転をずるとセットした時刻にはお部屋が暖まっているように、前ちっ 
て運乾を開始しまず。 

♦おやずみタイマー運起は、1時間運乾後に自動消乂しまず。 

し J 


/- 現巧時刻のセツト方法 —— 

r 「 時刻切替えスイジチ」を r 時刻含わは J 
にセツ I - しまず。 


— おはよラタイマーー 
運乾時刻のセツト方ミ去 


(部屋を暖めておきたい時鈍をセツトしまず。) 


時間勘節 


巧 a 含わせ // 


/ 時刻明替え 
スイッチ 



瞬ポタン 
分ボタン 


2 「デジか成示 J を見なび引時ポタン J 
「分ポタン」を巧して、お在の時刻をセッ 
卜しまず。 


「午前」许歡 I を確認しまず。 


〇 時刻ををわせた6 r 時刻切替えスイッ 
^ チ J を r 暗計/き亂にセットしまず。 

「コ□ン J び点灯し、時計び動さおめます。 

Z [□ン 


設定室^現を室通 

•3 与な 


午を8時如分の例 


ブ 「時刻切替えスイッチ J を r タイマー合わ 
* せ」にセットしまず。 


時間顏が 

時巧さわせ 


巧况己: P で 一 

端^®51^ 


時刻切替え 
スイツチ 



障ポタン 
分ボタン 


2 r デジタル表お J を見なび 6 r 時ボタン J 
r 分ボタン」を巧して、お望みの逐乾時 
刻をセツトしまず。 

「午前」「午を」を確認しまず。 

3 時刻を合わせた6「時刻切替えスイジ 
チ J を r 時計/室亂にセツトしまず。 

「デジタル表示」は現巧時刻の表示に変わ 
D ます。 


設定室温現狂室温 

午扣 「 ら • 3日 


• r 時ボタン」 r 分ボタン」は 、一度押すご 
とに1時間または1分ずつ進み、巧し 
続けると連続して進みます。 

• 長時闊の使巧で時計びずれることがあ 
0ます。その場合は現在時刻をセツ h 
しなおして < ださい。 


午前6時如分の例 

運転時刻は一度セットずると記憶され 
ています。巧回か6同じ時刻に運転す 
るときは、あらためてセットずる必要 
はありません。 

















































^ おはようタイマー運乾の方法 ^ 

r おはよラタイマーポタン J を巧します。 

おやすみ 
タイヌ- 


おはよラ 
タイ7— 



r おはよ5タイマーランプ」が点灯しまず。 


產お タイマー 
おやすみ 

m & 


おはよラタイマーランフ 

• デジタル表示に己砂間タイマー運超時刻 
(わット時刻)を表示しまず。 

テのをは現巧の時刻を表示します P 


セットした時刻に近づくと、セットした時 
刻にはお部屋が暖まっているように、わッ 
卜時刻より前に点义し、運起しまず。 

♦室温び日でよ0おい場合は舶分前より運転 
します。 

室温び610 U (止の場合は、ファジィ制御に 
よりセットした時刻の1日〜60分前に運転を 
始め、効率ぶく暖めます。 

•セットした時刻になると「運転ランスが点 
打し、「おはよラタイマーランプ」は消えま 
す。 

♦おはよラタイマー運転を取消したいと寺 
は、「切ボタン」を、通常運転にしたいと 
きは、「運転ボタン」を巧して<ださい。 


響 



^ おやすみタイマー運拉のち法 

r おやずみタイマーポタン」を押します。 


おやずみ 
タイ7— 



r 運転ランプ」「おやすみタイマーランプ」び点 
巧し、通萬の点火び巧われます。 


逐お タイ7— 



おやすみタイマーランフ 


1時間運転したを、自動消火しまず。 


•連転中に r おやすみタイマーボタン」を巧す 
と、1時間をに自動消火します。 

•消火したいとさは「切ボタン J を、運転を続 
けたいとをは r 遷転ボタン」を巧して < ださ 
し、。 

♦ r おやすみタイマーポタン」を再度押すと、 
テの時点から更に1時間運転します。 


… ffi いかた 







/おやすみタイマー運 
\おはよラタイマー運 


I )の同時使用方法 


r おやずみタイ7—ボタン J を巧しまず。 
「おやすみタイマーランフ」 r 運範ランフ」が点灯し V 


通常の運転が始まりまず。 


おやずみ 



♦運転中でちこのたットは可能でず。 


2 


「おはようタイマーポタン」を押しまず。 
r おはようタイマーランプ J も点巧します。 


おやずみ 



夕 


1時間運おしたお、自動ミ肖乂しまず。 

「おはよラタイマーランフ」のみ慮巧しています。 


适お タイ 7— 

ぉやすみちは卢声 

m 0 

4 セット時刻より前に自動的に運乾が始ま o ( r 運 
乾ランプ」が点むずる）、セット時刻にはお部屋 
が暖まつていまず。 

「おはよラタイマーランフ」はセツトした時刻にな 
ると消えまず。 


法お タイ 7— 


、I / ちやすみおはよラ 

で ■こ-©® 


停電や地震びあつたとき 

S を装置び作動して運転を停止しま 
ず。 

■停 巧があつたとき 
一電源フラグがコンセントから巧— 
J ブたとさち同じでず。 、 

再び通電されても運転しません。 
再点义はストーブが爲えてから巧 
なつてくだごし、。 

•暖かいラちに点乂操作しますと、 
過熱防止裝》が動作することび 
あ0ます。 

♦現巧時刻、おはよラタイマー運 
転時刻、設を室温、セーブセレ 
クトの記憶び解除ごれます。 
それぞれセツトしなおして<だ 
ごし、。 


■地 巧 (強い衝楚)があつにとをデジ 
タル表示に I け を表示しまず。 

• r 切ボタン」を巧すとデジタル表 
示は消えます。 

♦再点火は对流用送風機が止まつ 
てなら 、园圓のををを確認して 
巧なつてくださし、。 




使 

し、 

か 

た 
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をを装置 


異常が生じたとを作動して自助消火しまず。 

切ボタンを巧し（表おは消えまず)、処置をしてください。 

原因がわからないとをや、処》をして点火巧作をしてを運乾しないとさは、お買い±:ばの販売 
店にご相談< ださい。 
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曰常の点巧-手入れ 


•曰常の点検-手入れは必ず巧って<ださい。 

なお、化学ぞラきんをご使用の隱ほ、そのま意書にしたがってください。 

•点検-手入れは必ず消火して、ストーブが冷えてか！5巧ってくだをい。 

•パ~ナ部、電気部品、巧震自動消火装置などは、絶対にが解しないで<ださい。 

不完をな修理は危険でず。点検•修理等には高度な技術を曼しますので、おずお買い上げ 
の販売芭にご依頼ください。 


グ 点横箇所 

点検時期 

点検内容 

処 置 、 

本体の周画 

毎 曰 

•燃えやすい物が置いていないひ 
•カーテンび近づいていないか 

1•燃えやすい物は片づける 
•力•ーテンび近づかないよラにずる 

里 ム 

直 口 

毎 曰 

• 灯油び焉れてたまっていた0、 

な独びにじんでいないむ、 

• こぽれている灯油は讯きとる 
•巧巧びにじんでいた0、漏れてい 
るときは使用をやめ、お買い上げ 
の販売店に修理を依頼する 

送風機 
ガード 

1週間 
に1回 

•ほこ0などが巧着していないか 

♦背面カパー(上; 
をがし1掃除自 
機などでほこ^ 
日をとる \ 


器具表面 
温風欧出曰 

1週間 
に1回 

•ほこりなどび付着していないか 

■異物などびはさまっていないか 

■掃除磯などで 
ほこ0をとる 

•異物などは割 C 


>ばしなどでとる 

油タンク 

給油の 
と を 

•水 （ ドレン)が溜っていないか 

•水が酒っているときは、油タンク 
の取扱説明書にしたがい水を抜< 

ゴム製 
送油管 

給油の 
と を 

♦ひび割の や 変おはない か 
•接続部のゆるみはないか 

• お買い上げの版売巧に依頼して、 
交換してむら弓。また、経年劣化 
ずるので3年に1回は新しいらの 
と交換してをらラ 

給排気筒 

1 ヶ月 
に 1 回 

♦つま0はないか 
• 給排気睛先端の周固に可燃物は 
ないか 

•給排気筒先端び袋等で巧われて 
し、ないか 

•給気、排気の接続部にがれやゆ 
るみは ないか 

♦巽物やごみなどは取0除< 

■周囲の可燃物は取 D 除く 

■袋等は取り除< 

•列れやゆるみのあるとをは、梗用をやめ、 
お費い上げの販売店に修理を巧頼する 


熱交換器、パーナ巧の掃除、パーナ內にミ由が留まったときの油抜き、定油面器のス 
お願い トレーナのお手入れ、点火ヒータの点検*交換などは、分稱•手入れに高度な巧術 

を要しまずので、必ずお買い上ばの販壳店にご依顯ください。 


取扱編 安全装置/曰常の点検•手入れ 
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曰ちの点巧-手入れ 








■チェック ポイント 

•が気管おごえはついていますか。 
•彼け止め金具はついでいますか。 


■チて ックポイント 
•接続部びがれでいる。 
•におうようになった。 
•まわりびずすけてをた。 


給排気筒の点検 

7 ときどき給排気筒および延長售の接続箇所が、正しくしっか0と接続されているか、つま0は 
ないかを確認してください。 

接続簡巧びがれていますと、目 f ガスび漏むて非常にを険でず。 

ちし不具合びありましたら、使巧を中止し、お買い上げの販売底に修理を依頼してくだごい。 


屋外 


排気管 


2 ストーブを都合によりがかした場合(宜替え、ジュータンのはり曾え、収納および再据巧け狩等) 
には必ずお買い上げの販売店に点横および再樹ブけを巧おしてください。 


排気管おさえ 


巧け止めを員 


異物び入つたときの分解方法 


ストーブの巧部に異物などび入0まずと、巧障や乂がの原因 
とな D まず。 

特にお子様が這風の出ログリルより紙ゃフラスチックなどを 
入れることがありまずので、じゅう分を意してください。 
をし異物び入つたときは、消火して本体びよく冷えてから電 
源フラグを抜き、温風耿化□グリルをがして、取り除いてく 
ださい。 

•温風吹化□グリルは、左ちを止めている止めねじ （6 本)を 
ドライパーでがせば、取がせます。 


温風吹出 □ 
グリル 


グ U ル止めねじ 
(6 本） 



定期点巧 


長期おご使用になりまずと、万一のま故をホ然に防止するためと、快適にご使 ffl いただくために機器 
の点巧び必要でず。1シーズンに1回程度シーズンのお了をなどにお買い上げの販売店、または修理 
資格者〔(贈）日本石ミを燃焼磯おな守協を ( TEL 03-34 日 3-2 お 8) で行ラ巧術管理講留会修了ち(石油が器巧 
術爸埋±)など〕のいる販売お等に点樣依頼されることをおすずめします。点検-修理についての費再 
など詳しいことは販売店にご相談ください。 
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異常の見分け方と処置方法 




燃焼のぐあいが悪いとさは、つぎの表を参考にして処畳してください。 

ご不審な点がありました5ただちに使巧をやめて、お買い上げの破売店にご相談ください。 



編 


現 象 

原因 \ 

油 

が 

出 

な 

い 

点 

火 

し 

な 

い 

お 

が 

关 

を 

< 

な 

b 

な 

し、 

ス 

ス 

產 

が 

出 

る 

燃 

焼 

立 

曰 

が 

は 

ば 

し 

い 

油 

が 

漏 

れ 

る 

巧 

流 

苗 

送 

風 

樵 

び 

回 

ら 

な 

い 

炎 

が 

安 

定 

し 

な 

い 

点 

火 

を 

し 

ば 

ら 

< 

し 

て 

消 

火 

し 

た 

処置方法 

> 

参 

照 

ぺ 

1 

ジ 

油タンクに油がない 

• 

馨 







• 

好ミ由 ( JIS 1 号巧油)を給ミ由する 

白 

定油面器の故お 

• 

• 




参 



• 

販売店に修理を巧頼する 

— 

定油面器がセツトさ ri ていな 
い 

• 

• 







• 

起宙面器せジトレパーを2〜 

3固巧し下げる 

9 

油お管の締付けが不完全 

参 

参 

• 



• 




販売店に巧頼して、確実に締 
巧けてをらラ 

— 

給が気筒が不完全、排気管ま 
たは給気ホースびがれている 


• 

• 

• 

• 



• 


販売店に巧頼して、正し<設 
置あるいは取巧けてち6う 

18, 

涵源プラグやスイツチび不亮 
全 

• 

• 


• 



• 



販売店に修理をあ頼する 

— 

巧電 

参 

参 





• 


• 

通霉するまで待つ 

15 

燃焼巧送風おの故挺 


• 


泰 

• 



• 

参 

販売巧に修理を巧賴する 

— 

燃焼用送風機の羽おにごみや 
ほこ0び付着している 




• 

参 



• 


販売店に樓理を依頼する 

— 

巧流用送風機の故障 







• 


• 

販売店に修理を依頼ずる 

— 

電磁ポンプの故陌 

• 

• 

• 

• 

• 



• 

• 1 

販売店に修理を巧頼ずる 

— 

点火ヒータの彼障 


• 








販売店に修理を依頼する 

一 

制御部品の故障 

• 

• 

• 

• 



• 


• 

販売店に修理を巧賴する 

— 

ミをタンクのお巧け高さび低い 

• 

• 






参 

• 1 

ストーブ本体と同じ高さの床 
面に fi < 

30 

ゴム 製送油管に空気び入って 
しぃる 1 

参 

•1 






• 

• 

送油管を撮って空気を抜く 

24 


日常の点検•手入れ/定期点巧/故障•異常の見分け方と処置方法 
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巧障かなとおった 6 


次のような現象の場合は異常ではありません。下表を参考にしてもラー度確認してください。 


r m m 

確認事項および理を ^ 

「運乾」操作しても運馬しない 

•パーナを予熱する方式ですので、予熱時間が約3分必要です。 
•初めて使巧ずるとさや;'由おさをした後は、好ミ由びじゅラ分ま 
わるまで巧目分必要です。 

惇潭等によ0電源が一時切れ、再 
遁電しても運転が再開しない 

呂勸的に運転は再開しない構造になっています。 

ストーブびをえていることを確認してから運転してください。 
馈巧かないような瞬時の停電でも運起は汚開しません） 

おはようタイマー運転をしたが、 
t ットした時刻になってち扁义し 
なし、 

•運馬ボタンを押して、運乾するか確かめて<ださい。 

•途中で停電があ0、おはよラタイマーのたットげ解除された 
ためです。点火ずる隙は運輯ボタンを巧してください。 

点火時や消义時にキシ S 音がする 

) て~ナ部、熱交換器等げ膨張、収縮ずる音で異常ではあ D ません。 

巧めて点义したとき、においが出 
る 

塗料などの觸けるにおいです。においびなくなるまで（強燃焼 
で約30分1まど）窓をあけて蓮転してください。 

運転中、ストーブび消义した 
(運載ランプは点打している） 

室温センサーび働いて消火したをのです。 

室温び下がれば再び点火します。 

室温が常に一定ではない 

室温調節は、燃焼の「強•中•弱•微*消火 J によって巧しげす 
ので、室温はをが変動しまず。 

好みの室温になりにくい 

設置条件などにより、室遍センサー部の温度とお部屋の温度に 
違いびあるためです。室温センサーの位置を移動してください 。 J 


r デジタル表示」に故晴 > 異常を数値で表示し、お知5せしまず。 

C , つ〇 | I C 〇 「ご 〇 ul ち n~^ 1 C nr 

1 仁 u ul I ご u 1 1 I C u ~>i I c u 3l I C u O 

が表示され、ブザーび嗎つたとをは故障でず。 

お翼い上げの贩売店に偃理を依頼して<ださい。 

なお、異常表示はメモしで修理を依頼する隙にお知らせ<ださい。 


1 




S 


び表示されたとをは異常状態でず。 

1 S ぺージを参考にして処置してください。 


("表 示 

原 因 

処置方法 ] 

f 

1 


点乂不具合 

•巧めての使用やシーズン最初の使用などで、灯油 
がゆさわたつていなし、。 

•不良巧油を使用した。 

♦ち5—度点火操作する。 
•不良灯油を使用したと定は、 
販売店に相談する。 

しつ 


' •巧流用送風機や遍風吹出□がふさがれて安ま裳置 
(過熱防止装置)び作動した。 

•強い衝おや振動が加わったため、をを装置（巧震 
自動消义装置）が作動した。 

1目ページを養照して原因を取1 
り除き、本体や周囲に男萬び 
ないことを確かめる。 

5 

V - 


燃焼中の失火 

♦巧油がお給されていない。 

油タンクの油 S を確認する。 


r 切ポタン J を巧ずと、故障-異常の表おは消えます。 


20 


部品交換のしかた 


長期間の使用による部品の劣化などで部品交換び必要なとをは、お貫い上げの販売店•または最再の 
「曰な家巧品ごキ目絞窓□」にお間い合わせいただを、（財)曰本ち油燃焼錄器保守撤を ( TEL 03-349 目-巧 28) 
で巧ラ巧術管理講習会修了ち(石油な器技術管 I 里丈)などのいる販売店などに巧おすれることをおずず 
めします。 

■パーナ部、部品、 对巧自 B 消乂装■などは、あ巧に分解しないでください。 

•交換部品（消耗部品）は、必ず曰な温風クリアヒーター用の純正部品をご使用ください。 



(長期間巧用しない場合) 


シーズンオフには、次のようなお手入れをして、設置したままで保管して<だごい。 


1 保管前に 

特別な理巧のない限り、ストーブをおがしておしまいにならないでください。 

やむをえずお外した場合は、来シーズンはおずお貢い上げの販売店に巧頼して I 給が気筒など 
の接続部を傷めないよラ、お実な据がけを巧って<ださし、。 


2 ストーブの清掃 

♦ス I -ーブのが側の巧れやほこり等を.をれいに巧除してください。 

•ス トーブの巧部を清巧されるときは、おずお買い上げの販売店に依頼して<ださい。 


3 ミ由の除去 

巧タンクはからにして、巧部にごみや水（ドレン)が残らないようきれいなむ油でよく洗い、を 
燥ごせて < ださい。ごみや水び入つたま素保普しますと、ヴビの発をや巧あ苛の原因となりまず。 


4 保管 

♦電源フラグをコンセントから度いてください。 

♦ストープには、ほこりなどび入らないよラなカパーをかけて保管してくだごい。 
なお、別売部品に本体カバー ( KHC - 日 □) がありますので、ご利用ください。 


取扱編故障かなと思つた5/部品交換のしかた/保管 

i 」 
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^お式の呼び 

KH - J 90 ^ 

種 類 

ボット式-強制巧茄お，強制給排気お 

点乂 方式 

電気点火 

使 巧 燃料 

灯油 UIS 1 号灯油） - 

暖房出力 

最大 

9.3 1 lew • 33,530 kj/h 

最ル 

3.3 日 kW • 12.060 kJ/h 

発熱量 

熱効率 

最大 

40.000 kJ/h 熱効率： 83,8 游 

最ル 

14,08日 kJ/h 熱効率： 85,7% 

燃輯消費鐘 

最大 

1.08 L/h 

最か 

a 38 L/h 

が おゴる 

言さ 677 mm 幅 762 mm 輿巧 362 mm (置台を香む） 

質 量運 置） 

37 kg 

軍源電圧および闻渡数 

100 V 5り/卽 Hz 

定格消費電力 

最大：日 60/860 W (為乂视期に短時間発生） 

点乂時： 315/31 5 W 燃焼時； 7日/ 75 W * 

給排気筒の型式の呼び 

KT -3 S 

給妍気筒の呼び径 

D 40 

給排気篇の壁貫通部の孔径 

目日〜 7 Dmm ‘ 

が 気温 度 

2郎でしソ下 

電流ヒューズ 

2 A • 10 A 

巧 全 装 富 

•巧震自動消火装置 •停電おを装置 •点火安ま装置 

• 過熱防止装置 • 燃焼制御装置 

附厲品 

置台-背面カパー(一式）‘本体固定金員 （2) * エアダンパー （2) 

がフランジ-フランジパッキン.ゴム製送油管(締付を具2個が） 

ねじ (20 mmx 5 •目 mmx 2) * 絶縁シール•菁壁用ねじキヤッフ^ 


•給排気筒接続部 OU ング： JS 目 2401 4種 D P 39 


0^ 形寸法図 j お値^ mm 
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保証需はおず「お買上げ白，版売店ち」等の記入 
をお確かめのラえ販売店か5受け巧っていただ 
き、内容をよくお読みの後、大切に保存して< 
ださい。 

•保証期間は、お貫い上げの曰む、51年です。 


修理を依頼されるときは I 出張修理] 


修理をな巧される前に「故障•異巧の見分け方と 
処担方法」0 9ページ)および r 故障かなと思ごた 
ら J (のべージ）を調べていただ寺、なお異常 
のあるときは、故廣ゃ事故防止のため、ご使巧 
を中止し、コンセントから電源プラグを抜いて 
必ずお買い上げの販売店にご連絡<ださい。 


連繪していただきたい内容 


品 ち 

曰立温風クリアヒーター 

形式の呼び 

KH~J 呂〇 

お買上げ曰 

年月 曰 

巧障のが況 

でさるだけ具体的に 

ご巧巧 

付近の目印等を食わだて 

ぉ皂前 


電話番号 


訪問ご巧望曰 



※お式の呼びは、本な側面の銘板に表をさ n て 
います。 


保証期間中は 

修理に際しましては保証害をご提示ください。 
保話含の規定におって販売适が懷理させていた 
ださまず。 


保証期間がずざているときは 

修理ずれば使巧できる場含には、ごお望によ0 
修理ごせていただをます。 


密閉式石油ストーブの铺修用性能部品の保有期 
間は、製造巧倒0後7年でず。 

補修用性能部品とは、その商品の機能を維持す 
るためにお養な部品でず。 


修理料金のしくみ 

修理料金二巧術料+部品代+出張料です。 

按術料 

故巧した裝記を正常に慘復するための料 
金でず。技術香の人件費•巧術教育費•測 
定«器等設備貧-一股管理養等がさまむ 
ていまず。 

部記代 

修理に樓用した部品でず。その化修 
理にが帯する部が等を含む場含をありま 
ず. 

出張料 

製品のある巧巧へ技術者をお S ずるな合 
の费巧です。別途を車料盛をいただ<場1 
合ちおります。 


お居されるときは 


ご掠居によりお買い上げの販売店のアフターヴ 
ービスび受けられない場合は、前もって販売店 
にご相談ください。ごお居巧での日立の家電品 
取扱店を紹介させていたださまず。 

なおこの製品は再据付工事が必要となりまずの 
で、範居先の販売店にご相談、ご用命ぐださい。 


ご不明な点や修理に関するご相談は 


点横*修理-再提巧けに関する巧歐おびにその 
資巧など、ご不明な点は、お買い上げの販売店 
または削紙 r ご相談お□一眞表」の窓□にお問い 
合わせ < ださい。 




巧 証とア フターヴー ビス ( がずぉ読みください } 


W 


保証書側添) 


補修用性能部品の保有期間 


取 

扱 

編 


仕樣/保証とアフタ—ヴービス 


巧 
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据付け 


■据 付け場所の選定および標準据付け例 

♦ストーブの据付けについては、乂災予枚条例、耍気設備に関ずる技術基準、石ミ由燃焼機器の 
設■基準等による規制びありまず。 

工事編の r 安全のため必ずお守りください」をお読みにな0、版売店または振巧業者とよく相 
談してください。 

•標準据付け例については徙ぺージを参照してください。 


■据 付けをの確認 

提付けが終むりました！5、もラー度工事編の「巧をのためおずお巧りください j をお読みにな0、 
工事編に K ® されているとおり据イづけられているか確認してください。 


■試 運お 

試運起は販売店または据巧け業者とご一緒に必ず巧っで < ださい。 

1 運粒準備 (詳しくは、8〜10ページを参照してくだごい。） 

〇油タンクに巧ミ由 OJISl ちな油)を給ミ由し、油タンクの送油パルプを開いてくだをい。 
©ゴム驳を油管巧に空気だま0があると油が流れません。 

—度ゴムお送油管を振って空気據さをしておいてください。 

〇擊源プラグびコンセントに差し込まれているか確認してください。 

なち下にある定油面器セットレ/ C — を2〜3回巧し下げてください。 

0 ストーブの下部 (K 台の上)や:：[ム製送油管、およびその接続部等に、巧漏れや油だまり 
びないか確かめて < ださい。 

2 運転 

〇運転操作は、10〜ほページを参照して巧ってください。 

•初めてお使いになるとをは、油げ定油面器に入るまでに己分ほどかかりますので、点火 
するまでにをか時間がかか D ます。 

©試運転時、塗将の焼けるにおいびすることがあ0ます。 

30分ほど窓をあけて運転してください。 

〇点火後、約2分たちますと、自動的に巧流用送風機が回って温風び出ます。 

0設定室温を変え、兴の大きさび変わるかを確かめてください。 

3 消义 

切ポタンを押して消乂澡作後は約加秒で火び消え、しば6< して(約3分)巧茄巧送風機が 
止まることを確かめてください。 

〔切上でな運転は完了でず。〕 


お表示に 

この絵表おは「禁止」 

、 

この給表示は必ず実行して 

ついて 

事項ををしていまず。 

いただく「側柄容でず。 

_ j 


工事説明書（工事編） 

据巧け工事の前に、この工事説明書をよ<お読みのラえ正しく揚がけてくだごい。 
なおこの説明書は必ずな存してください。 


正しく、安をにおがけていただくために、この説明窗では次のよラに孩分して表をしています。その 
巧容をよく谨解したラえで据付けてください。 


A 警告 

この表示を無巧して作業を誤った場合に、作樂省が、またはその作業をの不貝 1 
合によって使巧者が巧こ-重傷を資ラ巧能性、または乂災の可能性が想定され 
る巧容ぞ示しています。 

A ま忌 

L - 

この表をを無視して作業を誤った場合に、作業音が、またはその作業後の不具 
合によって搜用者び傷害を負ラ可能性や物的損害のみのお生が想定される巧容 
を示していまず。 




据付けや移動は販売店へ依 
頼すること 


〇 


>ご自分で据付けをされ不橘があると、麽蜜や 
火災の原因にな0ます。 


法をの基準を守る 

乂災予防条測、電気設備に関ずる按術 
薑華、電気工まは指定の I ま店になお 
ずるなどを令の基華を守る。 


〇 


屋内給が気禁止 

必ず屋外に排気 
してくださし、。 



〇 


床下給排気禁止 

必ず屋州こ排気 
して < ださし、。 





>排ガスび至巧に充満して危険です。 


►排ガスび室內に漏巧て括険です。 


がれ危険 

排気管-給気ホースと給排気筒は確実 
に接続し、しっかりと固定して<ださい 


〇 


〇 


•風•振政，衝裝などでがれた D すると、運転 
中に耕ガスび室巧に漏むて危険です。 


給排気筒トップ開そ < を険 

谋雪びをいときに給排気簡トッフの周 
りが雪でふさがれない場所に設置して 
<ださい。 

また、板などによる r 雪囲い」は給排気の妨げに 
なるのでおやめください。 

•運起中にがガスび室巧に漏れて危険でず。 


ま全のためがずお守り <ださい 


工事漏巧全のためおずお守りください 
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